
黒目川の概要

三芳町 黒目川

新座市

朝霞市

東京都

和光市

東京都
東京都

流域面積：１８．５９km2（県内）
流路延長：１４．４８km
関係市町村：新座市、朝霞市

新座市新座市



黒目川を背骨としたフィールドミュージアムづくり

市の将来ビジョンとして掲げる「雑木林とせせらぎのあるまちづくり」を推進するため 妙

様式－２

市の将来ビジョンとして掲げる「雑木林とせせらぎのあるまちづくり」を推進するため、妙
音沢特別緑地保全地区やキツネノカミソリ、カタクリなどの希少植物などの自然資源や、黒
目川流域に点在する法台寺や満行寺などの歴史的資産を繋ぎ合せるため、“発見の径”
（散策路）の整備により回遊性を高め 新たな観光資源として整備を進める（散策路）の整備により回遊性を高め、新たな観光資源として整備を進める。

■妙音沢特別緑地保全地区やキツネノカミソリな

市町村域とまちづくり・川の関係（案内図） まちづくり等の課題

新座市の観光資源分布図 ■妙音沢特別緑地保全地区やキツネノカミソリな
どの自然資源や由緒ある寺社仏閣が点在する
が、回遊性が乏しいため、十分に活用されてい
ない。

まち歩き観光を目指す本市 お 野火止用■まち歩き観光を目指す本市において、野火止用
水については、本年周辺自治体を巻き込んで
「野火止用水サミット」を開催するなど観光資源と
しての認知度は高まっているが、それ以外のエリしての認知度は高まっているが、それ以外のエリ
アのルート整備や魅力のＰＲを行う必要がある。

目標

■ 地域資源のネットワーク化によるまち歩き観
光の推進

■ 市民と行政が 体とな た管理 運営（清掃

目標・テーマ

■ 市民と行政が一体となった管理・運営（清掃、
環境保全、観光ボランティアガイド等）による、
「住んでよし・訪れてよし」のまちづくりの推進

「資源分布図拡大図」及び「フィールドミュージアムイメージ図」は別添

県に実施してほしい取組

新座市では 妙音沢特別緑地内の「平成の名水百選」に選ばれた湧水や「キツネノカミソ

様式－３

新座市では、妙音沢特別緑地内の「平成の名水百選」に選ばれた湧水や「キツネノカミソ
リ、カタクリ」などの希少植物など黒目川沿いには自然が多く存在しています。そこで、水辺
の整備、遊歩道や散策路を整備することにより、ここに訪れるすべての方が安全に安心し
て休息の時間を楽しむことができます ・・・て休息の時間を楽しむことができます。・・・

位置図

写真 写真

実施してほしい取組の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

■アクセス通路として、平成の名水百選に選ばれた湧水の「妙
音沢」への遊歩道の整備

■希少植物の群生地が鑑賞できる自然にやさしい散策路の整
備と分断された遊歩道の整備備と分断された遊歩道の整備

■親しみが感じられるよう、子供たちに野外活動として活用で
きる水辺の整備

工程表
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

遊歩道の整備 ○ ○

水辺の整備 ○ ○

工程表



市町村が取組む事業等の概要（妙音沢特別緑地保全地区・地域）

新座市では 「古都及び緑地保全事業」（国土交通省所管事業）を活用し 平成２４年か新座市では、「古都及び緑地保全事業」（国土交通省所管事業）を活用し、平成２４年か
ら平成２６年の３年間で散策路、休憩施設整備等のハード事業や妙音沢特別緑地の維持
管理のためボランティア活動支援などソフト事業を行い、妙音沢特別緑地を活かした「雑木
林とせせらぎ」のあるまちづくりを進めています ・・・林とせせらぎ」のあるまちづくりを進めています。・・・

位置図位置図 妙音沢大沢 既存散策路

写真 写真
黒 目 川

遊歩道計画箇所

大沢

小沢

休憩施設予定箇所

事業等の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください新座高校

遊歩道計画箇所

既存散策路

休憩施設予定箇所

■希少植物（キツネノカミソリ、カタクリ等）を保全し、新座市の緑の拠点
とします。

■沢（大小２箇所）を結ぶ散策ルートとして、木道を整備します。
■休憩施設の整備を実施し 散策に訪れる方の利便を図ります

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

■休憩施設の整備を実施し、散策に訪れる方の利便を図ります。。

工程表
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

散策路整備 ○ ○

休憩施設整備 ○ ○

市町村が取組む事業等の概要（公共下水道（汚水）１０か年整備計画）

新座市では 公共下水道（汚水）の普及率が平成２３年３月３１日現在 ９３ ６パ セント

様式－４

新座市では、公共下水道（汚水）の普及率が平成２３年３月３１日現在、９３．６パーセント
となっておりますが、さらに、「公共下水道（汚水）１０か年整備計画」に基づき、平成２３年
度から平成３２年度の１０年間で１０９．７ヘクタールの汚水整備事業を行い、河川への水
質汚濁の防止に向けたまちづくりを進めています ・・・質汚濁の防止に向けたまちづくりを進めています。・・・

位置図 汚水整備計画図

写真 写真

事業等の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

■公共下水道の汚水の整備をおこない、河川への水質汚濁を
防止します。

■市街化調整区域へも公共下水道区域の拡大を図っていま
す。

工程表
Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

汚水の整備 ４．９ ｈａ ８．１ ｈａ １８．５ ｈａ １６．３ ｈａ



地域連携・維持管理等の概要

妙音沢特別緑地地区の保全と親しみのある河川の活用を図るため 市 緑地保全 観光

様式－５

妙音沢特別緑地地区の保全と親しみのある河川の活用を図るため、市、緑地保全・観光
に関わるボランティア団体、第三中学校区内のふれあい地域連絡協議会とともに取り組ん
でまいります。また、地域の町内会や各ボランティア団体への支援、拡大を図り、市民の
方々と協働で妙音沢特別緑地地区の保全と河川の活性化に向けて維持管理をしま方々と協働で妙音沢特別緑地地区の保全と河川の活性化に向けて維持管理をしま
す。・・・

体制図 地域連携の概要

■「黒目川クリーン作戦」として、中学生、地域の皆さんが河川
の美化に努めています。

■緑地保全、河川の美化に努める活動をしている地域住民を
支援していきます

体制図
新座市

支援していきます。

■「妙音沢クリーンアップ作戦」と銘打ち、市民、企業、行政が
一体となって緑地内の大掃除をします。

新

観光推
進課

みどりと
公園課

第三中
学校区

■新座市では 「雑木林とせせらぎ のあるまちづくりを推進し

取組全体のアピールポイント

新
座
市
観
光
ボ
ラ

新
座
市
グ

新
座
市
緑

ふ
れ
あ
い
地
域 ■新座市では、「雑木林とせせらぎ」のあるまちづくりを推進し

ています。
■本取組は、グリーンプロムナードの一拠点を目指すものです。

■河川の活用と活性化に向けて、地域の方々と取り組んでま

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ

緑
の
保
全
巡
視
員

域
連
絡
協
議
会

■河川の活用と活性化に向けて、地域の方々と取り組んでま
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■整備された遊歩道は、市が維持管理を行ってまいります。
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朝霞市朝霞市

身近な自然とともに暮らせるまちづくり

朝霞市都市計画マスタ プランの基本方針である「身近な自然とともに暮らせるまちづく

様式－２

朝霞市都市計画マスタープランの基本方針である「身近な自然とともに暮らせるまちづく
り」を実現するため、水に触れられる親水空間の整備や河川に連なる歩行路の整備などを
進め、緑の保全と合わせ市民が身近に自然が感じられる環境づくりを行い、これらの自然
と市の施設の連携を進めますと市の施設の連携を進めます。

■黒目川沿いには城山公園やわくわくど む 市

市町村域とまちづくり・川の関係（案内図） まちづくり等の課題
わくわくどーむ

■黒目川沿いには城山公園やわくわくどーむ、市
立図書館など市民の憩いとなる施設が点在して
いるが、これらが川と連携した施策がなかった。

■橋の下をくぐる遊歩道が整備されたエリアと、下

わくわく田島緑地
東洋大学

市立図書館 ■橋の下をくぐる遊歩道が整備された リアと、下
流の緑の拠点である「わくわく田島緑地」とが遊
歩道などでつながっていない。

■春夏には黒目川花まつりや川まつりなどが行わ
れ 多くの来場者があるが そこから各施設に

城山公園桜並木

れ、多くの来場者があるが、そこから各施設に、
人を呼び込むことができていない。溝沼市民ｾﾝﾀｰ

溝沼こどもﾌﾟｰﾙ 旧高橋家住宅

※朝霞市都市計画マスタープランまちづくり基本方針より抜粋

■斜面林や市街地に残存する緑の保全・活用

目標・テーマ

■水辺空間と一体となった自然軸（河川や緑など
を結ぶ空間）の形成と市街地とのネットワーク強
化



県に実施してほしい取組

朝霞市では約３ ２キロメ トルの黒目川遊歩道が整備されておりますが その上流 下

様式－３

朝霞市では約３．２キロメートルの黒目川遊歩道が整備されておりますが、その上流･下
流は未整備となっております。そこで、アンダーパス等で整備することにより、遊歩道が上
流の新座市から下流朝霞市の「わくわく田島緑地」まで連続し、市民を川沿いに点在する
各施設まで安全に誘導し 散策やジョギングを楽しんでいただくことができます各施設まで安全に誘導し、散策やジョギングを楽しんでいただくことができます。

位置図
わくわくどーむ

写真 写真
わくわく田島緑地

東洋大学

産業文化ｾﾝﾀｰ

実施してほしい取組の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

城山公園

未整備（花ノ木橋） 未整備（旧河川）

約７００ｍ

■黒目川遊歩道の上下流への延伸と、花ノ木橋や笹橋など、アンダー
パスの整備

■親水空間として、わくわく田島緑地に隣接する黒目川旧川及び新河

実施してほしい取組の概要
溝沼市民ｾﾝﾀｰ

溝沼こどもﾌﾟｰﾙ 親水空間 、わくわく 島緑 隣接する黒目 及 新河
岸川との合流点の整備

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

工程表
要望箇所（約１．６㎞）

旧河川

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

遊歩道整備 下流側 下流側 上流側 上流側

旧河川及び合
流点整備

整備

整備済み（約３．２㎞）

市町村が取組む事業等の概要（黒目川花まつり）

市では黒目川沿いに桜並木を整備してきました この桜並木を活かし 商工会と連携し

様式－４

市では黒目川沿いに桜並木を整備してきました。この桜並木を活かし、商工会と連携し、
平成１９年から「黒目川花まつり」を開催しています。まつりの雰囲気を盛り上げるため、市
で提灯や灯篭を設置し、露店も立ち並び、朝霞市の春の風物詩として、多くの市民に楽し
みにしていただいていますみにしていただいています。

位置図

写真 写真
わくわく田島緑地

事業等の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

花まつり会場

■桜の時期に合わせ花まつりを開催しており、商工会と連携することで
多くの出店やイベントを行い、川沿いの春の風物詩としてにぎわいを
演出していく。

■下流のわくわく田島緑地周辺に桜の植樹を行っているため、花まつり
の第２会場として整備を行い、上流と下流の拠点を連結させる。

工程表

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

花まつり 開催 開催 開催 開催

第２会場 整備 まつりの拡大 まつりの拡大



市町村が取組む事業等の概要（桜並木と黒目川花広場）

黒目川の遊歩道に桜並木を整備するとともに 桜並木の横に黒目川花広場を整備しまし

様式－４

黒目川の遊歩道に桜並木を整備するとともに、桜並木の横に黒目川花広場を整備しまし
た。市は春の桜と菜の花の時期に開催される「黒目川花まつり」に協賛し、市民と共に町お
こしを実施しています。６月に幼稚園児がキバナコスモスの種まき会を行い、８月に満開と
なり 花積み会・散歩・ジョキングなど１年を通じて市民に親しんでもらっていますなり、花積み会・散歩・ジョキングなど１年を通じて市民に親しんでもらっています。

位置図
わくわくどーむ

写真 写真
わくわく田島緑地産業文化ｾﾝﾀｰ

黒目川

事業等の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

城山公園

桜並木

花広場

■菜の花と黄花コスモスの種まきの継続
■ウォーキングやジョギングの休息を兼ねたベンチを広場に設置

■毎年恒例となった春の「黒目川花まつり」とは別に、秋のコスモスを

溝沼市民ｾﾝﾀｰ

溝沼こどもﾌﾟｰﾙ

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

生かした新たな祭りを開催する。

工程表

秋の祭り 検 討 検 討 開 催 開 催

ベンチの整備 整 備

市町村が取組む事業等の概要（黒目川川まつり）

市民に黒目川に親しんでもらい 黒目川のことをも と知 てもらうために 複数の市民

様式－４

市民に黒目川に親しんでもらい、黒目川のことをもっと知ってもらうために、複数の市民
団体と県、市が連携し、夏と秋に黒目川川まつりを開催しています。子どもを中心に、川に
生息する魚をとって水槽に入れて観察する黒目川水族館や、伝統的な投網の体験などを
行うほか 参加者による水質調査なども行っています行うほか、参加者による水質調査なども行っています。

位置図
わくわくどーむ

写真 写真
わくわく田島緑地

産業文化ｾﾝﾀｰ

事業等の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

城山公園

桜並木

川まつり実施場所

■市民団体と連携して、市民、特に子どもに黒目川に興味を持ってもら
えるような、様々なイベントを開催します。

■子どもたちといっしょに黒目川に生息する魚をとり、水槽に移し、観察

溝沼市民ｾﾝﾀｰ

溝沼こどもﾌﾟｰﾙ

会を実施するなど、川に入り、川と触れ合いながら、川を学び、環境
を学ぶ取り組みを進めます。

工程表

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

川まつり 実施 実施 実施 実施

成果の発表 発表



市町村が取組む事業等の概要（田島・膝折地区）

市民団体と連携して計画を策定し 新河岸川との合流点にわくわく田島緑地を整備し平

様式－４

市民団体と連携して計画を策定し、新河岸川との合流点にわくわく田島緑地を整備し平
成２３年度に供用を開始しました。今後は市民団体を中心に管理を行ってもらい、市では
管理のサポートを行っていきます。また、黒目川沿いの施設と連携が図れ、市民が利用し
やすいように 案内板の整備やマップの作成を行いますやすいように、案内板の整備やマップの作成を行います。

位置図
わくわくどーむ

写真 写真
わくわく田島緑地

産業文化ｾﾝﾀｰ

事業等の概要

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

※必要性がわかるよう、現況写真や整備
後のイメージ図などを添付してください

城山公園

桜並木

■ボランティア団体が行う行事などに対し、ゴミの回収など支援します。

■ウォーキングやジョギングの目安となるよう、遊歩道の案内板の整備
やマップづくりをします。

溝沼市民ｾﾝﾀｰ

溝沼こどもﾌﾟｰﾙ

■整備された遊歩道に対し、維持管理（穴ぼこ、フェンス破損などの修
繕）をします。

工程表

Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

マップづくり 製作

案内板の整備 整備 整備

地域連携・維持管理等の概要

（仮称）黒目川水辺再生計画は 河川管理者や河川愛護 自然保護団体 地域住民とと

様式－５

（仮称）黒目川水辺再生計画は、河川管理者や河川愛護、自然保護団体・地域住民とと
もに検討します。現在、遊歩道等の清掃活動をしているボランティア団体への支援を継続
し、地域住民と協働で河川・遊歩道の維持管理をします。

■（仮称）黒目川水辺再生計画は 地域住民等の関係者間で

体制図 地域連携の概要

■（仮称）黒目川水辺再生計画は、地域住民等の関係者間で
広く意見交換して検討します。

■良好な景観のために活動を行っている地域住民を支援して
いきます。

朝霞市は清掃活動を行 る地域住民と協働 整備さ

（仮称）黒目川水辺再生検討会

河川管理者（埼玉県）、朝霞市
地元自治会 河川愛護団体 ■朝霞市は清掃活動を行っている地域住民と協働で、整備さ

れた遊歩道の維持管理を行います。

■団体や地域住民が主体となるよう取組み、総合振興計画の
目標の一つであるパートナーシップによるまちづくりを推進し

地元自治会、河川愛護団体、
自然保護団体、商工会各代表者

目標の つであるパ トナ シップによるまちづくりを推進し
ます。

取組全体のアピールポイント

（仮称）黒目川遊歩道施策推進WG

■朝霞市では、市の将来像を「～水と緑に満ちた やすらぎと
生きがいのあるまち 朝霞～」と考えています。

■本取組は、遊歩道の延伸や親水空間の整備を行うことによ
り 市民が身近に水辺に親しめる環境づくりを目指すもので

（仮称）黒目 遊歩 施策推

河川管理者（埼玉県）、朝霞市
地元自治会、河川愛護団体、
自然保護団体、商工会

り、市民が身近に水辺に親しめる環境づくりを目指すもので
す。

■朝霞市民は、他市民と比較しても清掃活動などに積極的で
す。


